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東京都武蔵野市では、住人らが不定期で車道に人工芝を敷き詰めて歩行者が滞在したくなる街づくりの取り組みも進む
首都圏の駅周辺などで歩行者の滞在しやすさを優先した街づくりが広がっている。飲食店のテラス席を歩道に広げたり、車の通行を止めた道に芝生を敷き詰めたりすることで、居心地のよい公共空間を目指す。迂回道も整備して車とのすみ分けを進め、中心部の消費地としての潜在力を引き出す狙いだ。

東京都武蔵野市のJR三鷹駅北口エリアの歩道に4月、計20人ほど座れるテラス席が登場した。「歩行者中心のにぎわいエリア」にしようと武蔵野市が道路使用許可を得て実施した社会実験で、エリア内の2店舗が椅子やテーブルを出し入れして協力した。

飲食店の利用客に限らず誰でも使えるようにしたため、飲食で利用するほか、休憩したり、読書したり、会話を楽しんだりする姿も見られた。6月12日までの期間中、テラス席の利用者からは「開放感があっていい」（30代女性）などと評価する声が聞かれた。

北口エリアでは住人らが主体となって、歩行者が滞在したくなる街づくりの取り組みも進む。不定期で年に数回だが、週末に市道を通行止めにして人工芝を敷き詰め、飲食店や雑貨店が並ぶマルシェが出現する。民間ビルの敷地も活用する。

市は手続き面でサポートしているほか、駅前を通過するだけの車が迂回できる補助道路の整備も進めている。市まちづくり推進課の担当者は「駅に近い好立地が持つポテンシャル（潜在力）を引き出したい」と話す。

国土交通省は2020年度から、居心地が良く歩きたくなる「まちなかウォーカブル推進プログラム」を始め、公道に椅子などの占用物を設置するルールを一部緩和したほか、民有地を公共利用のスペースにした場合に固定資産税などを軽減する措置も用意した。22年5月末時点で1都3県だけでも60以上の自治体を推進都市に指定した。

東京大学大学院の浅見泰司教授は「集まりたいと思う場をつくることで消費が増えるだけでなく偶発的なイノベーションにもつながる」と話す。

JR大崎駅（東京・品川）からビル群へ高架でつながる歩行者向けの「空中回廊」では毎週金曜と土曜、青果物を売る店が並ぶマルシェが開催される。10～15ほどの生産者が集まり、鹿児島県や秋田県など遠方から出店することもある。店舗によっては1日で50万円を売り上げたこともあるという。

もともと工場地帯で、駅前に路地が少なくオフィスが多い。一般社団法人「大崎エリアマネージメント」（品川区）の綱嶋竜太氏は「スルーされやすい街だからこそ、歩行者が足を止める交流拠点ができる意義は大きい」と話す。


車両の通行を規制して芝生を敷き詰め、飲食店の座席を設置した（東京都千代田区丸の内の仲通り）
東京都千代田区丸の内でも、仲通りの車両の通行を期間限定で規制し、公園として活用する取り組みが進む。飲食店近くに天然芝を敷き詰めた座席を設置したところ、複数の店で新型コロナウイルス禍前よりも売り上げが増えたという。

横浜市は赤レンガ倉庫や中華街につながる大通りなどで車線を減らし、歩道の幅を最大で倍に拡大する計画を進めている。4車線から2車線に減る場所もあるが、もともと交通量が多くないため車への影響は限られるという。再整備完了後は「一時的なスペースの開放によるにぎわい創出、回遊性の向上を狙っていきたい」（市の担当者）。

さいたま市は21年12月、大宮駅周辺で歩きたくなる街づくりを進めるため、市民らからアイデアを公募した。女子高校生の企画「大宮を〝みまもぶ〟の住むマチへ」が特別賞を受賞。「みまもぶ」という街を見守るモブキャラ（名前のない群衆）を各所に出現させる発想が評価され、4月から実際にキャラを登場させた。

さいたま市は「22年度中に歩きたくなる街づくりの戦略を策定したい」（担当者）としている。

千葉市は「千葉都心ウォーカブル推進社会実験」と称し、20年度から一部公道にテラス席やキッチンカーなどを設置している。実験を始めてから歩行者の通行量が増え、滞在時間が長くなる効果も出てきた。市都心整備課の担当者は「将来は特例措置などを受けて、地元の人や店舗が自主的に取り組める仕組みをつくりたい」と話す。
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